
DRUG INFGRMATIGN 2019 No.7

薬剤部 ２０１９年４月２０日 発行

ベンゾジアゼピン受容体作動薬の長期処方による
処方料・処方箋料の減算について

ベンゾジアゼピン受容体作動薬は、承認用量の範囲内でも長期連用によって薬物依

存が生じるため、必要以上に長期処方とならないよう適正化を図る必要があるとされて

います。このことから、ベンゾジアゼピン受容体作動薬を1年以上にわたり同一成分・同
一用量で処方している場合について、処方料・処方箋料が減算されることとなりました。

◆ベンゾジアゼピン受容体作動薬（裏面参照）を1年以上にわたって、
同一成分を同一の1日当たり用量で連続して処方している場合

処方料： 42 ⇒ 29点、処方箋料：68 ⇒ 40点

【対象】
・2019年4月1日以降に行う処方
・薬効分類上の抗不安剤、催眠鎮静剤、精神神経用剤又はその他の中枢神経系

用薬のいずれか

【減算の対象とならない場合】
以下のいずれかに該当する医師が行った処方、または当該処方の直近１年以内に精神科の医師
からの助言を得て行っている処方
ア 不安または不眠に係る適切な研修を修了した医師であること
イ 精神科薬物療法に係る適切な研修を修了した医師であること

※システムでは、1年以上継続して処方されているかどうかの判断ができません。
減算の対象患者のリストが毎月診療科に配布されます。

減算の対象となる処方は、
処方時にオーダ確認画面にて、
初期値チェックを外してください

初期値は『連続投与ではありま
せん』に設定されています

処方に際しての注意



不明な点につきましては、薬剤部・医薬品情報管理室(内線 7083)までご連絡下さい。

（文責：山内）

電子カルテのオンラインマニュアルにも対象薬剤を掲載しています

参照方法：オンラインマニュアルの全文検索欄に『ベンゾジアゼピン』と入力し、
検索を行い、『ベンゾジアゼピン受容体作動薬の長期処方に係る減算について』
というファイルを開く（2019年4月12日時点）

一般名 薬品名

エスゾピクロン ルネスタ錠

エスタゾラム ユーロジン錠

クアゼパム
ドラール錠

クアゼパム錠「MNP」

ゾピクロン アモバン錠

ゾルピデム酒石酸塩
マイスリー錠

ゾルピデム酒石酸塩錠「ファイザー」

トリアゾラム
ハルシオン錠

トリアゾラム錠「EMEC」

ニトラゼパム
ベンザリン錠、同細粒

ニトラゼパム錠「JG」

フルニトラゼパム
サイレース錠2mg

フルニトラゼパム錠「アメル」

フルラゼパム塩酸塩 ダルメートカプセル

ブロチゾラム
レンドルミン錠

ブロチゾラム錠「トーワ」

リルマザホン塩酸塩
水和物

リスミー錠

塩酸リルマザホン錠「MEEK」

ロルメタゼパム エバミール錠

一般名 薬品名

アルプラゾラム

コンスタン錠

ソラナックス錠

アルプラゾラム錠「トーワ」

エチゾラム

デパス錠、同細粒

エチゾラム錠「アメル」

エチゾラム細粒「JG」

オキサゾラム セレナール錠

クロキサゾラム セパゾン錠

クロチアゼパム
リーゼ錠、同顆粒

クロチアゼパム錠「トーワ」

クロラゼプ酸二カリウム メンドンカプセル

クロルジアゼポキシド バランス錠

ジアゼパム セルシン錠、同散、同シロップ

フルジアゼパム エリスパン錠

フルトプラゼパム レスタス錠

ブロマゼパム レキソタン錠、同細粒

メキサゾラム メレックス錠、同細粒

メダゼパム レスミット錠

ロフラゼプ酸エチル メイラックス錠

ロラゼパム
ワイパックス錠

ロラゼパム錠「サワイ」

《ベンゾジアゼピン系睡眠薬》 《ベンゾジアゼピン系抗不安薬》

対象となる薬剤


